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シチズングループの紹介

シチズンの現点となる懐中時計
(1924年)

1918年から時計を作ってきたシチズン。

その名前は「広く市民に愛されるよう

に」という創業者の思いを受けた、

旧東京市長の後藤新平氏の命名によ

ります。



エコ・ドライブ それはシチズンの良心

シチズン企業理念「市民に愛され市民に貢献する」

クオーツ時計が徐々に普及し始めた1970年代

世界初の太陽電池付アナログ時計
「クリストロン ソーラーセル」を発売
約5年という電池の長寿命化を実現し大きな反響をよぶ

オ オイルショックによるエネルギー問題の深刻化
使用済み電池の課題

光がある限り動き続ける光発電ムーブメントへと進化
電池交換不要

1976年

1990
年代

シチズンでは、これを「エコ・ドライブ」と命名し、本格的に腕時計に採用しました。
その後も常にエコにこだわり、今もなお技術開発を継続しています。



光を時計の動力源にする技術・・・だけではない

エコ・ドライブとは



光が文字板を通過し、その下にあるソーラーセルで光を電気
エネルギーに換え、二次電池に蓄えて時計を駆動

×
長時間駆動，先進機能，美しい文字板，小型・薄型化･･･
時計の本質的機能・価値を損なわない
さまざまな付加価値の原資であり、豊かな時を生み出すための
省電力化を追い求めたファインチューニング

省電力技術

光発電技術

BASE TECHNOLOGY

先進機能の搭載
電波時計、年差時計、クロノグラフ、Bluetooth、
GPS時刻修正、各種センサー・・・

小型・薄型化

文字板の輝きと色彩

さまざまな先進技術が融合したシステム

エコ・ドライブとは



 文字板の改良、二次電池、ソーラーセルの性能向上

 徹底した回路や駆動系の低消費電力化

 長期間潤滑性を維持する独自開発のオイル「AOオイル」

 ケースやバンドの美しさが長持ちする独自開発の表面硬化技術「デュラテクト」

 金属アレルギーを起こさないチタンを時計外装に一早く採用

エコ・ドライブのこだわり

より長く動き続ける時計のために より美しい時計のために

限られたリソースのなかでさえ、時計の本質的価値にこだわり続ける。

より正確な時計のために より便利で楽しい時計のために

その価値がずっと保たれ、愛着を持って使っていただくために



1976
世界初アナログ式太陽電池時計
CRYSTRON SOLAR CELL

1990年代
世界初のアラーム、クロノ
グラフ付多針ＡＱ

世界初アナログクロノ
グラフ付電波時計

世界初の水深計付

2000年代
世界初の透明ソーラー
セル採用

エコなのに、先進機能、高級感、楽しさを
兼ね備えた多彩なラインナップ

いまでは、フル充電後、 6ヵ月から8年も光を当て
なくても動き続け、さらに「先進機能」「精度」「高
級感のあるデザイン」「楽しさ」の何れにおいても妥
協しない多彩なラインナップが可能となりました。

世界最小(発売当時)の
エコ・ドライブ電波時計 現在

当社初の女性ソーラー

世界初のフルメタル
ケース薄型

1980年代
業界初、持続時間200時間

エコ・ドライブの系譜

世界初の太陽電池充電式
コンビネーション腕時計



エコ・ドライブの環境影響

2009年以降のエコ・ドライブ出荷実績は、年間平均約400万個。その排出された
であろう電池を積み上げると高さ8,400mとなり、一年分でエベレストにも匹敵！

使用済み電池による環境汚染防止、乳幼児の誤飲事故防止

厚さ2.1㎜の電池を400万個積み上げると
富士山の2倍以上、エベレストにも匹敵！

富士山
3,776m

エベレスト
8,848m



エコ・ドライブの三つの価値

エコ・ドライブのEcoとは、環境を一番身近で意識できる時計であること。

そして、Driveとは単に機械の駆動を意味するものではなく、お客様一人ひとりに環境意識を持ってもら
い、「エコ・ドライブ」を使い続ける(Drive)ことで、環境に優しい活動への参加意識と地球とひとにやさし
い商品でありたいという命名者の強い意思が込められています。

社会的価値

クリーンエネルギー

心理的価値

安心感+刺激感

経済的価値

電池交換不要



エコマーク認定で業界をリード

これからの時計の価値としてエコという概念を積極的に取り入れ、それを

世に示すために、時計ではじめてエコマークを申請・取得（1996年）

以降、同業他社も追随してエコマークを取得しています。

シチズン

B社

C社

A社

D社

1990 2000 2010

▲エコ・ドライブ
（初登録1996年）

▲ソーラーメイト
▲ソーラーテック

▲

▲

▲

▲10年電池
▲センティーニ

▲メカニカル・ウオッチ

▲

▲

▲

▲



エコマーク認定で業界をリード

時計業界へ新たにエコという概念を導入したシチズンは、その後も
エコマーク商品であるエコ・ドライブを途絶える事無く販売を続け、
現在国内時計業界で主流となっているソーラー腕時計市場の
リーダーとしての自負を持っています。

参考：2013年弊社国内総合カタログ掲載商品のエコ・ドライブ販売比率



エコマーク表示事例 1

シチズンのカタログやウェブサイトのそこここにエコマークを見ることができます。

シチズンは時計で最初にエコマークを取得したことを誇りとしてアピールしてきました。



エコマーク表示事例 2



国際社会にもエコマークをアピール

2008年洞爺湖サミットでは、安倍首相、英国
ブレア首相（当時）など、各国要人やプレス関
係者にエコ・ドライブを配布し、あわせてエコマーク
をアピールしています。

当日のプレスリリース資料でも、エコマーク認定をアピール！

新聞や通信社、テレビ
やWEBなど、各種メ
ディアにも取り上げられ
ました

ブレア元首相などへ、エコ・ドライブを進呈

2008.07.10
日本繊維新聞記事



シチズン時計の環境経営  グループ統一認証取得による環
境経営の推進

 消費電力やスペースを、従来の
1/4～1/3にしたマイクロ生産ラ
インへの切り替え

 RoHSやREACHなど、グローバ
ルな製品環境法令に対応するた
め、JAMPが推進する管理対象
基準による含有化学物質情報
を国内外のサプライヤから収集

 ウオッチCFP-PCR策定への参画
と、SCOPE3の算出

 地域に根ざした環境活動と生物
多様性への配慮

 国内エコマークをはじめ台湾グ
リーンマークも取得



「エコマークとエコ・ドライブのこれから」

永く人生に寄り添う腕時計

「シチズン」という名前にこめられた、「永く広く市民に

愛されるように」という想い。より多くの人たちの暮らしに、
永く寄り添いつづけることのできる腕時計をつくりたい。
エコ・ドライブは、そんなシチズンの想いのもと、
その実現に向けた歩みのなかから生まれました。

いつも、いつまでも、そばにある

エコでも、精度、美しさ、機能、楽しさ
すべてを満足し、それが永く続くこと

シチズンはエコ・ドライブを通じて
エコマークの普及に貢献し、理想的な持続可能な社会の

実現をめざします！


